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はじめに

『Oracle Solaris 11.1でのサービスロケーションプロトコルサービスの管
理』は、Oracle Solarisシステム管理情報の大部分を説明する複数巻から成るドキュメ
ントセットの一部です。このドキュメントでは、Oracle Solarisオペレーティングシス
テムがすでにインストールされており、使用する予定のネットワークソフトウェア
が設定済みであることを前提としています。

注 –このOracle Solarisのリリースは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテク
チャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステムについ
ては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを参照してください。このド
キュメントでは、プラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記しま
す。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solarisリリースが稼働しているシステムの管理者を対象
としています。このドキュメントを活用するには、1、2年程度のUNIXシステムの
管理経験が必要です。UNIXシステム管理のトレーニングコースに参加することも役
に立ちます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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表記上の規則
次の表では、このドキュメントで使用される表記上の規則について説明します。

表P–1 表記上の規則

字体 説明 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 プレースホルダ:実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、 rm

filenameと入力します。

AaBbCc123 書名、新しい単語、および強調する単語を
示します。

『ユーザーズガイド』の第 6章
を参照してください。

キャッシュは、ローカルに格納
されるコピーです。

ファイルを保存しないでくださ
い。

注:いくつかの強調された項目
は、オンラインでは太字で表示
されます。

コマンド例のシェルプロンプト
Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェル

$

Bashシェル、Kornシェル、および Bourne
シェルのスーパーユーザー

#

Cシェル machine_name%

はじめに
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表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに
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SLP (概要)

サービスロケーションプロトコル (SLP)は、SLPが使用できるネットワークサービス
を検出しそれに対応するための、移植性が高くプラットフォームに依存しないフ
レームワークを提供します。この章では、SLPのアーキテクチャーの概要と、IPイ
ントラネットに対応する SLPのOracle Solarisでの実装について説明します。

■ 17ページの「SLPのアーキテクチャー」
■ 20ページの「SLPの実装」

SLPのアーキテクチャー
このセクションでは、SLPの基本的な処理を示し、SLPの管理で使用される
エージェントとプロセスについて説明します。

SLPは、次のサービスを自動的に行い、構成はほとんどあるいはまったく必要ありま
せん。

■ クライアントアプリケーションがサービスへのアクセスに必要な情報を要求する
■ プリンタ、ファイルサーバー、ビデオカメラ、HTTPサーバーなどのネット
ワークのハードウェアデバイスやソフトウェアサーバーにサービスを通知する

■ プライマリサーバーの障害からの管理された回復

また、SLPの動作を管理および調整するために、必要に応じて次を実行できます。

■ サービスとユーザーを論理グループや機能グループから構成されるスコープに編
成する

■ SLPのロギングを有効にして、ネットワーク上の SLP動作の監視とトラブル
シューティングを行う

■ SLPのタイミングパラメータを調整して、パフォーマンスの向上とスケーラビリ
ティーの拡張を行う

1第 1 章
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■ SLPがマルチキャストルーティングに対応していないネットワークに配置されて
いる場合、マルチキャストメッセージの送信や処理を行わないように SLPを構成
する

■ SLPのディレクトリエージェントを配置して、スケーラビリティーとパフォーマ
ンスを改善する

SLP設計のサマリー
SLPライブラリは、サービスをネットワークで検出するための情報を、サービスを通
知するネットワーク対応のエージェントに与えます。SLPエージェントは、サービス
の種類と場所に関する最新情報を保持します。これらのエージェントはプロキシ登
録を使用することで、SLPが直接使用できないサービスを通知することもできま
す。詳細は、第 4章「レガシーサービスの組み込み」を参照してください。

クライアントアプリケーションは、SLPライブラリに依頼して、サービスを通知する
エージェントに直接要求を出してもらいます。

SLPエージェントとプロセス
次の表では、SLPエージェントについて説明します。

表 1–1 SLPエージェント

SLPエージェント 説明

ディレクトリエージェント
(DA)

サービスエージェント (SA)が登録する SLP通知をキャッシュす
るプロセス。DAは、要求に応じて、サービス通知を
ユーザーエージェント (UA)に転送します。

サービスエージェント (SA) サービス通知を配信するためやサービスをディレクトリ
エージェント (DA)に登録するために、サービスの代理として動
作する SLPエージェント。

ユーザーエージェント (UA) サービス通知情報を取得するために、ユーザーやアプリ
ケーションの代理として動作する SLPエージェント。

スコープ サービスに対する管理上または論理上のグループ。

次の図は、SLPアーキテクチャーを実装する、基本的なエージェントおよびプロセス
を示しています。図は、SLPのデフォルトの配置を表しています。特別な構成は
まったく行われていません。UAと SAの 2つのエージェントだけが必要です。SLP
フレームワークでは、UAがサービス要求を SAにマルチキャストすることを許可し
ています。SAは、UAに対して応答をユニキャストします。たとえば、UAがサービ
ス要求メッセージを送信すると、SAはサービス応答メッセージを返します。サービ

SLPのアーキテクチャー
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ス応答には、クライアントの要求と一致するサービスの場所が含まれています。属
性やサービスタイプに関する要求や応答も可能です。詳細は、第 5章「SLP (リ
ファレンス)」を参照してください。

次の図は、フレームワークにDAが配置された場合の、SLPアーキテクチャーを実装
する基本的なエージェントとプロセスを示しています。

DAを配置すると、ネットワークにはより少ないメッセージが送られるので、UAは
情報をすばやく受け取ることができます。DAは、ネットワークのサイズが増大する
場合やマルチキャストルーティングがサポートされていない場合に必要です。DAは
登録されたサービス通知のキャッシュの役割を果たします。SAはDAに対して、通

図 1–1 SLPの基本的なエージェントとプロセス

図 1–2 DAを使って実装される SLPアーキテクチャーのエージェントとプロセス

SLPのアーキテクチャー
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知するすべてのサービスを一覧表示した登録メッセージ (SrvReg)を送り、その応答
として確認応答 (SrvAck)を受け取ります。サービス通知はDAによってリフ
レッシュされるか、通知に設定された有効期限に従って期限切れになります。UAが
DAを検出すると、UAは要求を SAにマルチキャストするのではなく、DAにユニ
キャストします。

Oracle Solaris SLPメッセージの詳細は、第 5章「SLP (リファレンス)」を参照してくだ
さい。

SLPの実装
Oracle Solaris SLPの実装では、表 1–1にある SLPの SA、UA、DA、SAサーバー、ス
コープなどのアーキテクチャーコンポーネントが一部は slpdに、一部はアプリ
ケーションプロセスに割り当てられます。SLPデーモン (slpd)は、特定のオフホスト
の SLP相互作用を構成して、次のことを実行します。
■ ネットワーク上のすべてのDAに対し、ディレクトリエージェントの受動的検出
と能動的検出を使用する

■ ローカルホスト上のUAと SAが使用するためにDAの更新テーブルを保持する
■ レガシーサービス通知に対してプロキシ SAサーバーとして機能する (プロキシ登
録)

net.slpisDAプロパティーを設定し、slpdがDAとして機能するように構成すること
もできます。第 3章「SLPの管理 (タスク)」を参照してください。

SLPデーモンの詳細は、slpd(1M)のマニュアルページを参照してください。

slpdのほかに、C/C++クライアントライブラリと Javaクライアントライブラリ
(libslp.soおよび slp.jar)が、UAクライアントと SAクライアントの SLPのフ
レームワークへのアクセスを可能にします。クライアントライブラリは、次の機能
を提供します。

■ サービス通知の登録と登録解除が可能なネットワークサービスを提供するソフト
ウェア

■ サービス通知にクエリーを発行することによってサービスを要求できるクライア
ントソフトウェア

■ 登録と要求に使用できる SLPスコープのリスト

slpdとクライアントライブラリ (前述のサービスを提供する)間のプロセス間通信を
可能にするには、特別な構成は必要ありません。ただし、ライブラリが機能するよ
うに、先に slpdプロセスを実行してからクライアントライブラリをロードする必要
があります。

次の図で、サービスプロバイダプログラム内の SLPクライアントライブラリは、SA
の機能を使用します。サービスプロバイダプログラムは SLPクライアントライブラ

SLPの実装
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リを使用して、サービスを slpdに登録または登録解除します。サービスクライアン
トプログラムの SLPクライアントライブラリは、UAの機能を使用します。サービス
クライアントプログラムは SLPクライアントライブラリを使用して、要求を出しま
す。SLPクライアントライブラリは、SAに要求をマルチキャストするか、DAに要求
をユニキャストします。この通信はアプリケーションから見て透過です。ただ
し、ユニキャスト方式の要求発行はより高速になります。クライアントライブラリ
の動作は、SLPのさまざまな構成プロパティーの設定によって影響を受けます。詳細
は、第 3章「SLPの管理 (タスク)」を参照してください。slpdプロセスは、マルチ
キャスト要求への応答、DAへの登録など、SAの全機能を処理します。

SLPの参考資料
SLPの詳細は、次の文書を参照してください。

■ Kempf、James、Pete St. Pierre著、『Service Location Protocol for Enterprise
Networks』、John Wiley & Sons、Inc. (ISBN番号: 0–471–31587–7)。

■ 『Authentication Management Infrastructure Administration Guide』(Part No:
805–1139–03)。

図 1–3 SLPの実装
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■ Guttman、Erik、Charles Perkins、John Veizades、Michael Day著、『Service Location
Protocol, Version 2, RFC 2608』、Internet Engineering Task Force (IETF)。[http://
www.ietf.org/rfc/rfc2608.txt ]

■ Kempf、James、Erik Guttman著、『An API for Service Location, RFC
2614』、Internet Engineering Task Force (IETF)。[http://www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt]

SLPの実装
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SLPの計画と有効化 (タスク)

この章では、SLPの計画と有効化について説明します。次のセクションでは、SLPの
構成と SLPを有効にするためのプロセスを取り上げています。

■ 23ページの「SLP構成の検討事項」
■ 24ページの「snoopを使用して SLP動作を監視する」

SLP構成の検討事項
SLPデーモンはデフォルトのプロパティーで構成済みです。デフォルトの設定で正し
く動作する場合、SLPの配置において、ほとんど管理は必要ありません。

ただし場合によっては、デフォルトの SLPプロパティーを変更して、SLPのネット
ワーク動作を調整することや各種の SLP機能を有効にすることが必要になりま
す。たとえば、いくつかの構成を変更して、SLPのロギングを有効にすることができ
ます。SLPのログ情報と snoopトレースの情報によって、追加の構成が必要かどうか
を判断できます。

SLP構成プロパティーは、/etc/inetディレクトリ内の slp.confファイルにありま
す。デフォルトのプロパティー設定を変更する場合は、第 3章「SLPの管理 (タス
ク)」の該当する手順を参照してください。

SLP構成プロパティーの設定を変更する前に、ネットワーク管理で大切な次のことが
らを検討してください。

■ 動作しているネットワーク技術の種類
■ ネットワーク技術が円滑に処理できるトラフィック量
■ ネットワークで使用できるサービスの数と種類
■ ネットワーク上のユーザー数、ユーザーが必要とするサービス、もっとも頻繁に
アクセスするサービスに関係するユーザーの場所

2第 2 章
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再構成の判断
SLP対応の snoopユーティリティーと SLPログユーティリティーを使用して、再構成
が必要かどうかや、変更する必要があるプロパティーを判断できます。たとえ
ば、次の目的のために特定のプロパティーを再構成する場合があります。

■ 各種の待ち時間および帯域幅の性質が混在するネットワークメディアを調整する
■ ネットワークの障害または計画されていないパーティション分割から回復させる
■ DAを追加して SLPマルチキャストの急増を軽減する
■ 新規のスコープを実装して、もっとも頻繁にアクセスするサービスにユーザーを
編成する

snoopを使用して SLP動作を監視する
snoopユーティリティーは受動的に機能する管理ツールで、ネットワークのトラ
フィック情報を提供します。ユーティリティー自身が発するトラフィックは最小限
で、ネットワーク上のすべての動作を監視できます。

snoopユーティリティーは、実際の SLPメッセージトラフィックのトレースを行いま
す。たとえば、snoopを slpコマンド行引数を付けて実行すると、このユーティリ
ティーは SLPの登録および登録解除に関する情報とともにトレースを表示しま
す。このトレース情報を使用して、登録されているサービスの種類および登録動作
の量をチェックできるので、ネットワークの負荷を測定できます。

snoopユーティリティーは、SLPホスト間のトラフィックフローの監視にも役立ちま
す。snoopを slpコマンド行引数を付けて実行すると、次の種類の SLP動作を監視し
て、ネットワークまたはエージェントの再構成が必要かどうかを判断できます。

■ 特定のDAを使用しているホスト数。この情報により、負荷を均等にするために
DAをさらに追加して配置するかどうかを判断できます。

■ 特定のDAを使用しているホスト数。この情報により、特定のホストに新規また
は別のスコープを構成すべきかどうかを判断できます。

■ UAがタイムアウトを要求しているか、あるいはDAの確認応答が遅いかどう
か。UAのタイムアウトや再伝送を監視することで、DAが過負荷になっているか
どうかを判断できます。DAが SAに登録の確認応答を送るのに数秒以上かかって
いるかどうかも確認できます。この情報により、必要に応じて、DAを追加した
りスコープの構成を変更したりして、DAにかかるネットワーク負荷を調整しま
す。

snoopに -V (詳細)コマンド行引数を付けて実行すると、登録の有効期限や SrvRegの
新規フラグの値を得ることができるので、再登録の数を削減すべきかどうかを判断
できます。

snoopを使用して SLP動作を監視する
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snoopを使用して、次のような別の種類の SLPトラフィックをトレースすることもで
きます。

■ UAクライアントとDA間のトラフィック
■ UAクライアントのマルチキャストとそれに対する SAの応答との間のトラ
フィック

snoopの詳細は、snoop(1M)のマニュアルページを参照してください。

ヒント –トラフィックおよび輻輳の統計情報を表示するには、netstatコマンドを
snoopとあわせて使用します。netstatの詳細は、netstat(1M)のマニュアルページを
参照してください。

▼ snoopを使用して SLPトレースを実行する方法
管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

snoopを slpコマンド行引数を付けて実行します。
Brief Mode:

# snoop slp

snoopをデフォルトの簡易モードで実行すると、進行中の出力が画面に提供されま
す。SLPメッセージは SLPトレースあたり 1行に収まるように切り捨てられます。

Verbose Mode:

# snoop -v slp

snoopを「詳細」モードで実行すると、進行中の出力がすべて画面に表示されま
す。出力される情報は次のとおりです。

■ サービスURLの完全なアドレス
■ すべてのサービス属性
■ 登録の有効期限
■ すべてのセキュリティーパラメータとフラグ (存在する場合)

注 – slpコマンド行引数をほかの snoopオプションとともに使用できます。

snoop slpトレースの分析
次の例では、slpdは slphost1上で SAサーバーとしてデフォルトモードで動作してい
ます。SLPデーモンは、slphost2をエコーサーバーとして初期化して登録していま
す。その後、snoop slpプロセスが slphost1上で呼び出されます。

1

2

snoopを使用して SLP動作を監視する
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注 –トレース結果を説明しやすくするために、次の snoopからの出力結果にトレース
行番号を付けています。

(1) slphost1 -> 239.255.255.253 SLP V@ SrvRqst [24487] service:directory-agent []

(2) slphost2 -> slphost1 SLP V2 DAAdvert [24487] service:directory-agent://129

(3) slphost1 -> 239.255.255.253 SLP V2 SrvRqst [24487] service:directory-agent []

(4) slphost1 -> 239.255.255.253 SLP V2 SrvRqst [24487] service:directory-agent []

(5) slphost1 -> slphost2 SLP V2 SrvReg [24488/tcp]service:echo.sun:tcp://slphost1:

(6) slphost2 -> slphost1 SLP V2 SrvAck [24488/tcp] ok

(7) slphost1 -> slphost2 SLP V2 SrvDereg [24489/tcp] service:echo.sun:tcp://slphost1:

(8) slphost2 -> slphost1 SLP V2 SrvAck [24489/tcp] ok

1. slphost1上の slpdが、ディレクトリエージェントを探すために SLPマルチキャス
トグループアドレスにマルチキャストして、ディレクトリエージェントを能動検
出していることを示しています。能動検出に対するメッセージ番号 (24487)
は、トレース表示では角括弧内に示されます。

2. トレース 1からの能動検出要求 24487に対し、ホスト slphost2上でDAとして動
作している slpdが応答したことを示します。slphost2からのサービスURLは 1行に
収まるように切り捨てられています。トレース 1および 2のメッセージ番号が一
致していることからわかるように、DAはマルチキャストディレクトリ
エージェント検出メッセージに応答して、DA通知を送っています。

3. 追加のDAに対する slphost1上のUAからのマルチキャストを示します。slphost2
はすでに要求に応答しているため、ふたたび応答することはなく、他のどのDA
も応答しません。

4. 前の行で示したマルチキャストを繰り返しています。

5. slphost1上の slpdは、SAクライアントが作成した登録をホスト slphost2上のDA
に転送します。エコーサーバーに対するユニキャストサービス登録 (SrvReg)
が、slphost1によって slphost2上のDAに行われています。

6. slphost2が slphost1の SrvRegに対してサービス確認応答 (SrvAck)で応答しているこ
とを表し、登録が成功したことを示しています。

SAクライアントを稼働しているエコーサーバーと slphost1上の SLPデーモンとの
間のトラフィックは、snoopトレースでは表示されません。表示されないの
は、snoop動作がネットワークループバック上で実行されているからです。

7. slphost1上のエコーサーバーが、エコーサービス通知の登録を解除しま
す。slphost1上の SLPデーモンは、登録解除を slphost2上のDAに転送します。

8. slphost2が slphost1に対してサービス確認応答 (SrvAck)で応答していることを表
し、登録解除が成功したことを示しています。

トレース行 5、6、7、8のメッセージ番号に追加されている /tcpパラメータ
は、メッセージ交換がTCPで発生したことを示しています。

snoopを使用して SLP動作を監視する
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次に進む手順
SLPトラフィックを監視後、snoopトレースから集められた情報を使用して、SLPデ
フォルトの再構成が必要かどうかを判断できます。SLPプロパティー値の設定につい
ては、第 3章「SLPの管理 (タスク)」を参照してください。SLPメッセージとサービ
ス登録については、第 5章「SLP (リファレンス)」を参照してください。

snoopを使用して SLP動作を監視する
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SLPの管理 (タスク)

次のセクションでは、SLPのエージェントとプロセスを構成するための情報とタスク
について説明します。

■ 29ページの「SLPプロパティーの構成」
■ 32ページの「DA通知と検出頻度の変更」
■ 37ページの「異なるネットワーク媒体、トポロジ、または構成の調整」
■ 42ページの「SLP検出要求のタイムアウトの変更」
■ 46ページの「スコープの配置」
■ 49ページの「DAの配置」
■ 53ページの「SLPとマルチホーム」

SLPプロパティーの構成
SLP構成プロパティーは、ネットワークの相互作用、SLPエージェントの特性、ス
テータス、およびログを制御します。ほとんどの場合、これらのプロパティーのデ
フォルトの構成は変更する必要がありません。ただし、ネットワークの媒体または
トポロジが変更されて、次のことを行うためには、この章の手順を使用します。

■ ネットワークの待ち時間を補正する
■ ネットワークの輻輳を軽減する
■ エージェントの追加、または IPアドレスの再割り当てを行う
■ SLPログを起動する

SLP構成ファイル /etc/inet/slp.confを編集すると、次の表に示す処理を行うことが
できます。

3第 3 章
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表 3–1 SLP構成の操作

操作 説明

slpdがDAサーバーと SAサーバーのどち
らで機能するかを指定します。SA
サーバーがデフォルトです。

net.slpisDAプロパティーに Trueを設定します。

マルチキャストメッセージのタイミング
を設定します。

net.slp.DAHeartBeatプロパティーを設定して、非要請DA通知をDAがマ
ルチキャストする回数を制御します。

DAロギングを使用可能にしてネット
ワークトラフィックを監視します。

net.slp.traceDATrafficプロパティーに Trueを設定します。

SLP構成ファイルの基本要素
/etc/inet/slp.confファイルは、SLPデーモンを再起動するたびにすべての SLP動作
を定義して起動します。構成ファイルは次の要素から成ります。

■ 構成プロパティー
■ コメント行と注釈

構成プロパティー
net.slp.isDAや net.slp.DAHeartBeatなどのすべての基本的な SLPプロパ
ティーは、次の書式で名前が付けられています。

net.slp.<keyword>

SLPの動作は、slp.confファイル内のプロパティーの値またはプロパティーの組み合
わせによって定義されます。プロパティーは、SLP構成ファイル内でキーと値の対で
構成されています。次の例に示すように、キーと値の対は、プロパティー名とその
設定値で構成されています。

<property name>=<value>

各プロパティーのキーはプロパティー名です。値はプロパティーに、数値 (間隔また
は時間)、真偽の状態、または文字列値のパラメータを設定します。プロパティーの
値は次のデータ型の 1つで構成されます。
■ 真偽設定 (ブール型)
■ 整数
■ 整数のリスト
■ 文字列
■ 文字列のリスト

定義した値が許可されていない場合は、そのプロパティー名のデフォルト値が使用
されます。さらに、syslogを使用してエラーメッセージが記録されます。

SLPプロパティーの構成
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コメント行と注釈
slp.confファイルに、その行の性質および機能を説明するコメントを追加できま
す。コメント行はファイルに任意に書き込めるので、管理する上で役立ちます。

注 –構成ファイル内の設定には、大文字と小文字の区別がありません。詳細は、
Guttman、Erik、James Kempf、Charles Perkins著、 Internet Engineering Task Force
(IETF)発行の『Service Templates and service: scheme RFC 2609』を参照してください。[
http://www.ietf.org/rfc/rfc2609.txt]

▼ SLP構成の変更方法
SLP構成ファイルのプロパティー設定を変更するには、次の手順を実行します。SLP
を使用できるクライアントまたはサービスソフトウェアは、SLP APIを使用し
て、SLP構成も変更できます。APIについては、Internet Engineering Task Force (IETF)
発行の『An API for Service Location, RFC 2614』を参照してください。[http://
www.ietf.org/rfc/rfc2614.txt ]

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

必要に応じて、/etc/inet/slp.confファイルのプロパティー設定を編集します。

SLPプロパティーの設定については、30ページの「構成プロパティー」を参照して
ください。slp.confプロパティーを変更する可能性がある別のシナリオの例につい
ては、この手順のあとの各セクションを参照してください。slp.conf(4)のマニュア
ルページを参照してください。

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

1

2

3

4

5

6
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注 – slpdを停止または起動するとき、SLPデーモンは構成ファイルから情報を取得し
ます。

slpdがDAサーバーとして動作するように設定する

slpd.confファイルの net.slp.isDAプロパティーに Trueを設定して、slpdがDA
サーバーとして動作するように SAサーバーのデフォルトを変更できます。

net.slp.isDA=True

各領域で、各種のプロパティーが構成の異なる場合を制御します。以降の各セク
ションでは、SLP構成で使用するデフォルトのプロパティー設定を変更するさまざま
なシナリオについて説明します。

DA通知と検出頻度の変更
次のような場合は、DA通知と検出要求のタイミングを制御するプロパティーを変更
できます。

■ SAまたはUAが slp.confファイルの net.slp.DAAddressesプロパティーから静的
にDA構成情報を取得するように設定する場合は、DA検出を無効にできます。

■ ネットワークが頻繁にパーティション分割を行う場合は、受動的な通知および定
期的な能動的検出の頻度を変更できます。

■ UAと SAクライアントがダイアルアップ接続の一方の側でDAにアクセスしてい
る場合は、DAのハートビート頻度と能動的検出の間隔を減らして、ダイアル
アップ回線の起動回数を少なくできます。

■ ネットワークが輻輳している場合は、マルチキャストを制限できます。

このセクションの手順では、次のプロパティーを変更する方法について説明しま
す。

表 3–2 DA通知タイミングと検出要求のプロパティー

プロパティー 説明

net.slp.passiveDADetection 非要請DA通知を slpdが待機するかどうかを示すブール値

net.slp.DAActiveDiscoveryInterval 新しいDAに対して slpdがDAの能動的検出を実行する頻度を示す値

net.slp.DAHeartBeat 非要請DA通知をDAがマルチキャストする頻度を示す値

例3–1

DA通知と検出頻度の変更
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UAと SAを静的に構成されたDAに限定する
UAと SAが slp.confファイル内の静的な構成情報からDAアドレスを取得するよう
に制限することが必要な場合があります。次の手順では、slpdが
net.slp.DAAddressesプロパティーからDA情報だけを取得するように 2つのプロパ
ティーを変更できます。

▼ UAと SAを静的に構成されたDAに限定する方法
次の手順に従って、net.slp.passiveDADetectionおよび
net.slp.DAActiveDiscoveryIntervalプロパティーを変更します。

注 –この手順は、静的な構成を使用するように制限されているUAと SAを実行する
ホストにだけ使用してください。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slp.confファイル内の net.slp.passiveDADetectionプロパティーに Falseを設定し
て、受動的検出を無効にします。この設定により、slpdは非要請DA通知を無視しま
す。
net.slp.passiveDADetection=False

net.slp.DAActiveDiscoveryIntervalに -1を設定して、初期および定期の能動的検出
を無効にします。
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval=-1

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp
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ダイアルアップネットワークに対するDA検出の
構成
UAまたは SAがダイアルアップネットワークによってDAから切り離されている場
合は、DA検出を構成して、検出要求とDA通知の数を削減するか、完全になくすこ
とができます。ダイアルアップネットワークでは、通常起動時に課金されます。余
分な通話を最小限に抑えることにより、ダイアルアップネットワークの使用コスト
を削減できます。

注 – 33ページの「UAと SAを静的に構成されたDAに限定する」で説明している方法
で、DA検出を完全に無効にすることができます。

▼ ダイアルアップネットワークに対するDA検出の
構成方法
次の手順に従って、DAハートビートの期間と能動的検出の間隔を長くすること
で、非要請DA通知と能動的検出を削減できます。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.DAHeartbeatプロパティーの値を大きくします。
net.slp.DAHeartbeat=value

value DA通知の受動的ハートビートに対して秒数を設定する、32ビットの整数

デフォルト値は、10800秒 (3時間)です

値の範囲は、2000から 259200000秒です

たとえば、DAを実行しているホストに対して、DAのハートビートを約 18時間に設
定できます。

net.slp.DAHeartbeat=65535
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slpd.confファイル内の net.slp.DAActiveDiscoveryIntervalプロパティーの値を大き
くします。
net.slp.DAActiveDiscoveryInterval value

value DAの能動的検出クエリーに対して秒数を設定する、32ビットの整数

デフォルトの値は、900秒 (15分)です

値の範囲は、300から 10800秒です

たとえば、UAと SAを実行しているホストに対して、DAの能動的検出の間隔を 18
時間に設定できます。

net.slp.DAActiveDiscoveryInterval=65535

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

頻繁なパーティション分割に対するDAのハート
ビートの構成
SAは、そのスコープをサポートするすべてのDAに登録を行う必要があります。DA
は、slpdが能動的検出を行なったあとで現れることがあります。DAが slpdス
コープをサポートする場合、SLPデーモンはホスト上のすべての通知をDAに登録し
ます。

slpdがDAを検出する 1つの方法は、ブート時にDAが送り出す初期の非要請通知を
使用します。SLPデーモンは定期的な非要請通知 (ハートビート)を使用して、DAが
まだアクティブであるかどうかを判断します。ハートビートが出現しない場合、SLP
デーモンは自分が使用するDAを削除し、これをUAに申し出ます。

最後に、DAにシャットダウン要求が出されると、DAは特別なDA通知を転送し
て、受信中の SAサービスにDAがサービスから抜け出すことを知らせます。SLP
デーモンもこの特別な通知を使用して、キャッシュからアクティブでないDAを削除
します。

ネットワークが頻繁にパーティション分割を行い、SAの期限が長い場合、ハート
ビートの通知を受けなければ、slpdはパーティションの分割中にキャッシュされた
DAを削除できます。ハートビートの頻度を減らすことにより、使用中止になった
DAがパーティションの修正後にキャッシュに復元されるまでの遅延時間を縮小でき
ます。
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▼ 頻繁なパーティション分割に対してDAのハート
ビートを構成する方法
次の手順を使用して、net.slp.DAHeartBeatプロパティーを変更し、DAのハート
ビート期間を短くします。

注 – DA検出が完全に無効になっている場合、UAと SAを実行しているホストが正し
いDAにアクセスするように、そのホストの slp.confの net.slp.DAAddressesプロパ
ティーを設定する必要があります。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

net.slp.DAHeartBeatの値を 1時間 (3600秒)に短縮します。デフォルトでは、DAの
ハートビート期間は 3時間 (10800秒)に設定されています。
net.slp.DAHeartBeat=3600

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

ネットワーク輻輳の軽減
ネットワークが非常に混雑している場合、マルチキャストの量を制限できま
す。ネットワークにDAを配置していない場合は、DAを配置すると SLP関連のマル
チキャストの量を大幅に削減できます。

ただし、DAの配置後でもDA検出のためのマルチキャストは必要です。DA検出に
必要なマルチキャストの量は、34ページの「ダイアルアップネットワークに対する
DA検出の構成方法」で説明している方法で削減できます。33ページの「UAと SA
を静的に構成されたDAに限定する」で説明している方法で、DA検出のためのマル
チキャストを完全になくすことができます。
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異なるネットワーク媒体、トポロジ、または構成の調整
このセクションでは、次のプロパティーを変更して SLPのパフォーマンスを調整で
きる可能なシナリオについて説明します。

表 3–3 SLPパフォーマンスのプロパティー

プロパティー 説明

net.slp.DAAttributes DAが通知を受け取る最短のリフレッシュ間隔。

net.slp.multicastTTL マルチキャストパケットの有効期限。

net.slp.MTU ネットワークパケットのサイズ (バイト)。サイズには、IP
とTCPまたはUDPの各ヘッダーが含まれています。

net.slp.isBroadcastOnly ブロードキャストをDAサービス検索およびDAベースで
ないサービス検索に使用する必要があるかどうかを示す
ために設定されるブール値。

SA再登録の削減
SAは、期限が切れる前に定期的にサービス通知をリフレッシュする必要がありま
す。DAが多くのUAおよび SAから非常に重い負荷を受けている場合は、頻繁なリ
フレッシュによりDAが過負荷になることがあります。DAが過負荷になると、UA
の要求がタイムアウトして欠落します。UA要求のタイムアウトには多くの原因が考
えられます。DAの過負荷が問題であると判断する前に、snoopトレースを使って
サービス登録に登録されているサービス通知の有効期限を確認してください。有効
期限が短く、再登録が頻繁に発生している場合は、再登録が頻繁すぎることがタイ
ムアウトの原因と考えられます。

注 –サービス登録は、FRESHフラグが設定されていなければ再登録になりま
す。サービス登録メッセージについては、第 5章「SLP (リファレンス)」を参照して
ください。

▼ SA再登録を削減する方法
次の手順に従って、SAの最小リフレッシュ間隔を長くすることで、再登録回数を削
減します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。
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ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

net.slp.DAAttributesプロパティーの min-refresh-interval属性の値を大きくしま
す。

デフォルトの最短再登録期間はゼロ (0)です。デフォルトのゼロである場合、SAは
いつでも自由に再登録できます。次の例では、間隔は 3600秒 (1時間)に増やしてい
ます。

net.slp.DAAttributes(min-refresh-interval=3600)

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

マルチキャストの有効期限プロパティーの構成
マルチキャストの有効期限プロパティー (net.slp.multicastTTL)は、マルチキャスト
パケットがイントラネット内で伝達される範囲を決定します。マルチキャストTTL
は net.slp.multicastTTLプロパティーを 1と 255の間の整数に設定することにより構
成されます。マルチキャストTTLのデフォルト値は 255で、これは理論的にはパ
ケットルーティングが無制限であることを意味します。しかし、TTLを 255とする
と、マルチキャストパケットがイントラネットを超えて管理ドメインの端にある境
界ルーターまで進む原因になります。マルチキャストパケットがインターネットの
マルチキャストバックボーンまたは ISPに漏れないようにするには、境界ルーター上
のマルチキャストが正しく構成されている必要があります。

マルチキャストTTLのスコープ設定は、TTL比較が行われることを除いて、標準的
な IPのTTLと似ています。マルチキャストを実行できるルーター上の各インタ
フェースには、TTL値が割り当てられています。マルチキャストパケットが着信す
ると、ルーターはパケットのTTLをインタフェースのTTLと比較します。パケット
のTTLがインタフェースのTTL値と同じかそれより大きい場合は、標準的な IPの
TTLの場合と同じように、パケットのTTLを 1減らします。TTLがゼロになる
と、そのパケットは破棄されます。SLPマルチキャストにTTLスコープを使用する
場合、パケットをイントラネットの特定のサブセクションに限定するため
に、ルーターが正しく構成されている必要があります。
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▼ マルチキャストの有効期限プロパティーの構成方
法
次の手順を使用して、net.slp.multicastTTLプロパティーを設定し直します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.multicastTTLプロパティーを変更します。
net.slp.multicastTTL=value

value マルチキャストTTLを定義する 255以下の正の整数

注 – TTL値を減らすことによってマルチキャストの伝達範囲を縮小できます。TTLの
値が 1の場合、パケットはそのサブネットに限定されます。TTLの値が 32の場合
は、パケットはそのサイトに限定されます。「サイト」は、マルチキャストTTLに
ついて記述されているRFC 1075では定義されていません。32以上の値は、イン
ターネット上の論理的なルーティングを指すので使用しないでください。32未満の
値は、各ルーターがTTLで正しく構成されていれば、マルチキャストをアクセス可
能なサブネットのセットに限定するために使用できます。

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

パケットサイズの構成
SLPのデフォルトのパケットサイズは 1400バイトです。ほとんどのローカルエリア
ネットワークにはこのサイズで十分です。無線ネットワークまたは広域ネット
ワークの場合は、メッセージの断片化を防いだりネットワークのトラフィックを削
減したりするために、パケットサイズを縮小できます。より大きなパケットを持つ
ローカルエリアネットワークの場合は、パケットサイズを大きくするとパフォーマ
ンスが向上します。ネットワークの最小パケットサイズを確認して、パケットサイ
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ズの縮小が必要かどうかを判断できます。ネットワーク媒体のパケットサイズがよ
り小さい場合は、それに合わせて net.slp.MTUの値を小さくできます。

ネットワーク媒体のパケットサイズがより大きい場合は、それに合わせて値を大き
くできます。ただし、SAからのサービス通知またはUAからのクエリーが頻繁にデ
フォルトのパケットサイズをオーバーフローするのでなければ、net.slp.MTUの値を
変更する必要はありません。snoopを使用して、UA要求がデフォルトのパケットサ
イズを頻繁にオーバーフローし、UDPではなくTCPを使用するためにロール
オーバーしているかどうかを判断できます。

net.slp.MTUプロパティーは、リンク層ヘッダー、IPヘッダー、UDPまたはTCP
ヘッダー、SLPメッセージを含めた、IPパケットの全体サイズを測定します。

▼ パケットサイズの構成方法
次の手順に従って、net.slp.MTUプロパティーを調整することで、デフォルトのパ
ケットサイズを変更します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.MTUプロパティーを変更します。
net.slp.MTU=value

value ネットワークのパケットサイズ (バイト単位)を指定する、16ビットの整数

デフォルト値は、1400

値の範囲は、128から 8192

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp
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ブロードキャスト専用ルーティングの構成
SLPは、DAが存在しない場合のサービス検出やDA検出を、マルチキャストを
使って行うように設計されています。使用するネットワークが、マルチキャスト
ルーティングを配置しない場合は、net.slp.isBroadcastOnlyプロパティーに Trueを
設定することで、SLPがブロードキャストを使用するように構成できます。

マルチキャストと異なり、ブロードキャストパケットはデフォルトでサブネットを
越えて伝達しません。このため、マルチキャストを行わないネットワークでは、DA
を使用しないサービス検出は、単一のサブネット上でしか機能しません。さら
に、ブロードキャストが使用されているネットワークにDAおよびスコープを配置す
る場合は、特別な考慮が求められます。マルチホームホスト上のDAは、マルチ
キャストが使用できない複数のサブネット間でサービス検出をブリッジできま
す。マルチホームホスト上のDAの配置については、57ページの「DAの配置とス
コープ名の割り当て」を参照してください。

▼ ブロードキャスト専用ルーティングの構成方法
次の手順を使用して、net.slp.isBroadcastOnlyプロパティーを Trueに変更します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.isBroadcastOnlyプロパティーを Trueに変更しま
す。
net.slp.isBroadcastOnly=True

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp
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SLP検出要求のタイムアウトの変更
SLP検出要求のタイムアウトを変更する必要があるのは、次の 2つの場合です。

■ SLPエージェントが複数のサブネット、ダイアルアップ回線、または別のWAN
によって切り離されている場合は、ネットワークの待ち時間が長く、デフォルト
のタイムアウトでは要求や登録を完了できないことがあります。逆に、ネット
ワークの待ち時間が短い場合は、タイムアウトを短くすることにより、パ
フォーマンスが向上することがあります。

■ トラフィックが多いネットワークまたは衝突率の高いネットワークの場合、SAお
よびUAがメッセージを送る前に待たなければならない最長の時間が不足し
て、衝突のないトランザクションを確保できない場合があります。

デフォルトのタイムアウトの変更
ネットワークの待ち時間が長いと、UAおよび SAが要求と登録を行う場合、応答を
受け取る前にタイムアウトになる原因になります。複数のサブネット、ダイアル
アップ回線、またはWANによってUAが SAから切り離されている場合、またはUA
と SAの両方がDAから切り離されている場合、待ち時間が問題となることがありま
す。待ち時間が問題であるかどうかを判断するには、UAおよび SAの要求と登録で
タイムアウトが起こったために SLP要求が失敗しているかどうかを確認しま
す。pingコマンドを使って実際の待ち時間を測定することもできます。

次の表は、タイムアウトを制御する構成プロパティーを示します。このセクション
で説明する手順で、これらのプロパティーを変更できます。

表 3–4 タイムアウトプロパティー

プロパティー 説明

net.slp.multicastTimeouts

net.slp.DADiscoveryTimeouts

net.slp.datagramTimeouts

これらのプロパティーは、メッセージ転送が中止
されるまで、マルチキャストやユニキャストが繰
り返し実行するUDPメッセージの転送に使用で
きるタイムアウトのリストを制御します。

net.slp.multicastMaximumWait このプロパティーは、マルチキャストメッセージ
が中止されるまで、転送される最長時間を制御し
ます。

net.slp.datagramTimeouts このプロパティーに一覧表示される値の合計を示
すDAタイムアウトの上限。UDPダイアグラム
は、応答を受け取るかタイムアウトの上限になる
まで、DAに繰り返し送られます。
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マルチキャストサービスの検出中またはDAの検出中に頻繁にタイムアウトが発生す
る場合は、net.slp.multicastMaximumWaitプロパティーをデフォルト値の 15000ミリ
秒 (15秒)から増やしてください。最大待ち時間を長くすることにより、待ち時間の
長いネットワーク上で要求に対してより長い時間が許可されま
す。net.slp.multicastMaximumWaitを変更したあとは、net.slp.multicastTimeouts

と net.slp.DADiscoveryTimeoutsも変更するようにしてください。これらのプロパ
ティーのタイムアウト値の合計が net.slp.multicastMaximumWait値と等しくなるよ
うにしてください。

▼ デフォルトのタイムアウトの変更方法
次の手順に従って、タイムアウトを制御する SLPプロパティーを変更します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.multicastMaximumWaitプロパティーを変更します。
net.slp.multicastMaximumWait=value

value net.slp.multicastTimeoutsと net.slp.DADiscoveryTimeoutsに設定される値
の合計を示す、32ビットの整数

デフォルト値は、15000ミリ秒 (15秒)です

値の範囲は、1000から 60000ミリ秒です

たとえば、マルチキャスト要求で 20秒 (20000ミリ秒)必要だと判断した
ら、net.slp.multicastTimeoutsプロパティーと net.slp.DADiscoveryTimeoutsプロパ
ティーに一覧表示されている値が 20000ミリ秒になるように調整します。

net.slp.multicastMaximumWait=20000

net.slp.multicastTimeouts=2000,5000,6000,7000

net.slp.DADiscoveryTimeouts=3000,3000,6000,8000

slpd.confファイル内の net.slp.datagramTimeoutsプロパティーを必要に応じて変更
します。
net.slp.datagramTimeouts=value
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value ユニキャストのデータグラム転送をDAに実行するためのタイムアウト (ミ
リ秒)を指定する、32ビット整数のリスト

デフォルト値は、3000,3000,3000です

たとえば、頻繁なタイムアウトの発生を回避するために、データグラムのタイムア
ウトを 20000ミリ秒に増やすことができます。

net.slp.datagramTimeouts=2000,5000,6000,7000

高パフォーマンスのネットワークでは、逆にUDPデータグラム転送のマルチキャス
トまたはユニキャストのタイムアウトの上限を小さくできます。タイムアウトの上
限を小さくすることで、SLP要求を満たすために必要な待ち時間を短縮できます。

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

ランダム待ち時間の上限の構成
トラフィックの重いネットワークや衝突率の高いネットワークでは、DAとの通信が
影響を受けることがあります。衝突率が高い場合、送信エージェントは、UDP
データグラムを再転送する必要があります。再転送が発生しているかどうか
は、snoopを使用して、SAサーバーとして slpdを実行しているホスト、およびDA
サーバーとして slpdを実行しているホストのネットワークトラフィックを監視する
ことにより判断できます。SAサーバーとして slpdを実行しているホストから同じ
サービスについて複数のサービス登録メッセージが snoopトレースに現れる場合
は、衝突が発生している可能性があります。

衝突は、ブート時に特に問題となる場合があります。DAが最初に起動される
と、DAは非要請通知を送り出し、SAはそれらの登録に応答します。SLPは、DA通
知を受け取ってから応答するまでにランダムな時間だけ、SAを待たせます。このラ
ンダムな待ち時間は、net.slp.randomWaitBoundによって制御される最大値を使って
均等に分散されます。デフォルトのランダム待ち時間の上限は 1000ミリ秒 (1秒)で
す。

▼ ランダム待ち時間の上限の構成方法
次の手順を使用して、slp.confファイルの net.slp.RandomWaitBoundプロパティーを
変更します。
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管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.RandomWaitBoundプロパティーを変更します。
net.slp.RandomWaitBound=value

value DAに接続するまでのランダム待ち時間の計算に使用される上限

デフォルト値は、1000ミリ秒 (1秒)です

値の範囲は、1000から 3000ミリ秒です

たとえば、ランダム待ち時間を 2000ミリ秒 (2秒)に延長できます。

net.slp.randomWaitBound=2000

ランダム待ち時間の上限を長くすると、登録で遅延が長くなります。SAは新しく検
出されたDAをより時間をかけて登録できるので、衝突とタイムアウトを回避するこ
とができます。

slpd.confファイル内の net.slp.datagramTimeoutsプロパティーを必要に応じて変更
します。
net.slp.datgramTimeouts=value

value ユニキャストのデータグラム転送をDAに実行するためのタイムアウト (ミ
リ秒)を指定する、32ビット整数のリスト

デフォルト値は、3000,3000,3000です

たとえば、頻繁なタイムアウトの発生を回避するために、データグラムのタイムア
ウトを 20000ミリ秒に増やすことができます。

net.slp.datagramTimeouts=2000,5000,6000,7000

高パフォーマンスのネットワークでは、逆にUDPデータグラム転送のマルチキャス
トまたはユニキャストのタイムアウトの上限を小さくできます。この設定によ
り、SLP要求を満たす際に、待ち時間を短縮できます。

変更を保存し、ファイルを閉じます。
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変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

スコープの配置
スコープを使用すると、論理的、物理的、および管理上のユーザーのグループによ
るサービスへの対応が可能です。スコープを使用することで、サービス通知へのア
クセスの管理が可能になります。

net.slp.useScopesプロパティーを使用してスコープを作成します。たとえば、次の
ように、ホスト上の /etc/inet/slp.confファイルに、newscopeという名前の新規の
スコープを追加します。

net.slp.useScopes=newscope

たとえば、プリンタや FAXなどのネットワーク接続されたオフィス機器の小部屋
が、会社の 6号棟 2階の南側の廊下の突き当たりにあるとします。これらのオフィス
機器は 2階のすべてのユーザーに提供されている場合や、使用が特定の部署のメン
バーに限定する場合があります。スコープはこれらの機器に対するサービス通知へ
のアクセスに対応する手段を提供します。

オフィス機器をマーケティング部専用にすると、mktgという名前のスコープを作成
することができます。別の部署に所属しているオフィス機器は、別のスコープ名で
構成できます。

また、部署が分散している場合もあります。たとえば、機械工学部門とCAD/CAM
部門が 1階と 2階に分かれているとします。この場合でも、両者に同じスコープを割
り当てることにより、1階と 2階にあるホストに 2階のマシンを提供できま
す。ネットワークとユーザーに都合よく動作するように、スコープはどのように配
置してもかまいません。

注 –特定のスコープを持つUAは、別のスコープで通知されたサービスを実際に使用
できないわけではありません。スコープの構成は、UAが検出するサービス通知を制
御するだけです。サービス自体が、なんらかのアクセス制御の制限を行う必要があ
ります。
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スコープを構成する場合
SLPはスコープ構成をまったく行わなくても十分機能します。Oracle Solarisオペ
レーティング環境では、SLPのデフォルトのスコープは defaultです。構成されてい
るスコープがない場合は、defaultがすべての SLPメッセージのスコープになりま
す。

次の環境のどれかに当てはまれば、スコープを構成できます。

■ サポートしている組織が、所属メンバーに対するサービス通知アクセスを制限す
る場合。

■ サポートしている組織が、特定のユーザーが特定領域のサービスにアクセスする
ように物理的に配置されている場合。

■ ユーザーが認識できるサービス通知を分割する必要がある場合。

最初の場合の例を34ページの「ダイアルアップネットワークに対するDA検出の構
成」に挙げました。2番目の例は、組織が 2つの建物に分かれていて、1つの建物の
ユーザーはその建物のローカルサービスにアクセスするようにする場合です。ビル
ディング 1のユーザーはスコープ B1を使用して、ビルディング 2のユーザーはス
コープ B2を使って構成できます。

スコープを構成する場合の検討事項
slpd.confファイル内の net.slp.useScopesプロパティーを変更する場合は、ホスト
上のすべてのエージェントにスコープを構成します。ホストが SAを実行している場
合やDAとして機能している場合に、その SAとDAを default以外のスコープに構成
するには、このプロパティーを構成する必要があります。UAだけがマシン上で動作
し、UAが、default以外のスコープをサポートしている SAとDAを検出する必要が
ある場合は、UAが使用するスコープを制限するのでなければ、プロパティーを構成
する必要はありません。プロパティーを構成しない場合、UAは、slpdを通じて、使
用可能なDAとスコープを自動的に検出します。SLPデーモンは、能動的および受動
的DA検出を使用してDAを見つけるか、DAが動作していない場合は SA検出を使用
してDAを見つけます。プロパティーを構成する場合、UAは構成されたスコープを
使用するだけで、構成されたスコープを破棄することはありません。

スコープを構成することを決定した場合は、ネットワーク内のすべての SAにス
コープが構成されていることが確実でないかぎり、構成されたスコープのリスト上
で defaultスコープを維持することを検討してください。構成されていない SAがあ
ると、構成されたスコープを持つUAはそれらの SAを見つけることができませ
ん。この状況は、構成されていない SAが自動的に defaultスコープを持つのに対
し、UAは構成されたスコープを持つために発生します。
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net.slp.DAAddressesプロパティーを設定することによってDAも構成することを決
定した場合は、構成されるDAによってサポートされるスコープ
が、net.slp.useScopesプロパティーで構成したスコープと同じであることを確認し
てください。スコープが同じでない場合は、再起動時に slpdがエラーメッセージを
出力します。

▼ スコープの構成方法
次の手順に従って、スコープ名を slp.confファイルの net.slp.useScopesプロパ
ティーに追加します。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.useScopesプロパティーを変更します。
net.slp.useScopes=<scope names>

scope names 文字列のリストで、DAまたは SAが要求時に使用を許されるスコープ
を示すか、DAがサポートする必要があるスコープを示す

デフォルトの値は、SAとDAの場合はDefault、UAの場合は未設定

注 –

スコープ名は、次の文法上のガイドラインに従って構成します。

■ 大文字または小文字の英数字
■ 句読点 (''、\、!、<、=、>、および ~を除く)
■ 名前の一部と考えられるスペース
■ 非ASCII文字
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ASCIIでない文字をエスケープするには、バックスラッシュを使用します。たと
えば、UTF-8コード体系は、フランス語の aigueアクセントのある文字 eを表すた
めに、16進コード 0xc3a9を使用します。プラットフォームがUTF-8をサポート
していない場合は、UTF-8の 16進コード \c3\a9をエスケープシーケンスとして
使用します。

たとえば、bldg6で engおよび mktgグループ用のスコープを指定するに
は、net.slp.useScopes行を次のように変更します。

net.slp.useScopes=eng,mktg,bldg6

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

DAの配置
このセクションでは、SLPを実行しているネットワークでの計画的なDAの配置につ
いて説明します。

配置されたDAまたは構成されたスコープがなくても、基本のエージェントである
UAと SAだけで SLPは十分機能します。特定の構成を持たないすべてのエージェン
トは自動的に defaultスコープを使用します。DAはサービス通知のキャッシュとし
て機能します。DAを配置すると、ネットワークに送られるメッセージ数が削減され
るため、メッセージ応答の受け取りに必要な時間も短縮されます。これにより、SLP
をより大規模なネットワークに対応させることができます。

SLP DAを配置する理由
DAを配置する主な目的は、サービス検出によって生じるマルチキャストトラ
フィックの量とユニキャスト応答の収集に関係する遅延を削減することです。多く
のUAおよび SAを持つ大規模なネットワークでは、サービス検出によって生じるマ
ルチキャストの量が非常に大きくなるので、ネットワークのパフォーマンスが下が
ります。1つまたは複数のDAを配置すると、UAはサービスについてDAにユニ
キャストし、SAはユニキャストを使用してDAに登録する必要があります。DAを使
用したネットワークでは、SLP登録されたマルチキャストは、能動的および受動的
DA検出のマルチキャストだけです。

SAは、マルチキャストのサービス要求を受け取るのではなく、共通のスコープの
セット内で検出した任意のDAに自動的に登録します。ただし、DAがサポートして
いないスコープ内のマルチキャスト要求には、SAが直接応答します。
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UAから出されたサービス要求は、UAのスコープ内にDAが配置されている場合
は、ネットワーク上へのマルチキャストではなくDAに対するユニキャストです。そ
のため、UAのスコープ内にDAを配置すると、マルチキャストが削減されます。通
常のUA要求を行うマルチキャストをなくすことにより、クエリー応答の受け取りに
必要な時間が秒単位からミリ秒単位に大幅に縮小します。

DAは SAおよびUAの動作の中心として機能します。スコープの集合に対して 1つま
たは複数のDAを配置することにより、SLPの動作を監視するための集中的なポイン
トが提供されます。DAログを起動することにより、ネットワークに散在している複
数の SAから取り寄せたログをチェックするよりも、登録および要求の監視が容易に
なります。負荷を均等にする必要に合わせて、1つまたは複数の特定のスコープに対
してDAをいくつでも配置できます。

マルチキャストルーティングが使用できないネットワークでは、SLPがブロード
キャストを使用するように構成できます。しかし、ブロードキャストは各ホストに
メッセージを処理するように要求するため、非常に効率が悪くなります。また、ブ
ロードキャストは通常、ルーターを超えて伝達されません。この結果、マルチ
キャストルーティングに対応していないネットワークでは、同じサブネットでしか
サービスを検出できません。マルチキャストルーティングに一部しか対応していな
い場合は、ネットワーク上でサービスを検出する機能に矛盾が生じます。マルチ
キャストメッセージはDAの検出に使用されます。したがって、マルチキャスト
ルーティングに一部しか対応していない場合は、UAと SAはサービスを SAのス
コープ内にある既知のDAに登録することが暗黙の了解になっています。たとえ
ば、UAが DA1と呼ばれるDAをクエリーし、SAがサービスを DA2に登録している場
合、UAはサービスの検出に失敗します。マルチキャストが使用できないネット
ワーク上の SLPの配置については、41ページの「ブロードキャスト専用ルーティン
グの構成」を参照してください。

サイト全体がマルチキャストルーティングに対応していないネットワークで
は、net.slp.DAAdressesesプロパティーを使用して、SLPのUAと SAがDA位置に関
して矛盾のないリストを持つように構成する必要があります。

最後に、SLPv2のDAは SLPv1との相互運用性をサポートしています。SLPv1相互運
用性は、DAではデフォルトにより有効になっています。ネットワークにプリンタな
どの SLPv1デバイスが接続されている場合、またはサービス検出で SLPv1を使用して
いるNovell Netware 5と相互運用する必要がある場合、DAを配置する必要がありま
す。DAが配置されていないと、Oracle Solaris SLPのUAは SLPv1によって通知された
サービスを見つけることができません。

DAの配置
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DAを配置する場合
次の条件のどれかに当てはまる場合は、エンタープライズにDAを配置します。

■ snoopで測定した、ネットワーク上での SLPのマルチキャストのトラフィックが
帯域幅の 1%を超える。

■ UAクライアントがサービス要求のマルチキャスト中に長時間遅延またはタイム
アウトする。

■ 1台または複数台のホスト上にある特定のスコープに対して、SLPサービス通知
の監視を集中する。

■ ネットワークが、サービスを共有する複数のサブネットから構成され、マルチ
キャストに対応していない。

■ ネットワークが前バージョンの SLP (SLPv1)をサポートするデバイスを使用してい
る、または SLPサービス検出でNovell Netware 5と相互運用したい。

▼ DAを配置する方法
次の手順に従って、slp.confファイルの net.slp.isDAプロパティーに Trueを設定し
ます。

注 – 1台のホストにつき 1つのDAだけが割り当てられます。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.isDAプロパティーに Trueを設定します。
net.slp.isDA=True

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp
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DAを配置する場所
このセクションでは、DAを配置する場所について状況ごとにヒントを示します。

■ マルチキャストルーティングが使用できず、DAがサブネット間のサービス検出
をブリッジする必要がある場合

この状況では、インタフェースとサービスを共有するすべてのサブネットを持つ
ホスト上にDAを配置してください。IPパケットがインタフェースの間を経路指
定されない場合を除き、net.slp.interfaces構成プロパティーを設定する必要は
ありません。net.slp.interfacesプロパティーの構成については、53ページ
の「SLPに対するマルチホームの構成」を参照してください。

■ DAが拡張に備えて配置されており、考慮すべき主要な事柄がエージェントのア
クセスの最適化である場合

UAは通常、DAに対してサービスを大量に要求します。SAがサービスをDAに登
録すると、SAは通知を定期的に適切な頻度でリフレッシュできます。その結
果、UAからDAへのアクセスの方が SAのアクセスよりはるかに頻繁になりま
す。通常、サービス通知の数も要求の数より小さくなります。このため、UAの
アクセスに対してDAの配置が最適化されている場合、多くのDAを配置するこ
とは効率化をうながします。

■ UAのアクセスを最適化するために、ネットワーク上でトポロジ的にUAの近くに
なるようにDAを配置する場合
UAクライアントと SAクライアントの両方が共有しているスコープを使用し
て、DAを構成してください。

複数のDAを配置して負荷を均等にする
負荷を均等にする手段として、同じスコープの集合体について複数のDAを配置でき
ます。次の状況のどれかに当てはまれば、DAを配置できます。

■ DAに対するUA要求がタイムアウトしているか、あるいは DA_BUSY_NOWエラーを
返している。

■ DAログが、多くの SLP要求が欠落していることを示す。
■ スコープ内でサービスを共有しているユーザーのネットワークが、複数の建物や
物理的なサイトに渡っている。

SLPトラフィックの snoopトレースを実行して、どれくらいのUA要求が DA_BUSY_NOW

エラーを返すかを判断できます。返されるUA要求の数が多い場合は、DAから物理
的およびトポロジ的に離れている建物内のUAは、応答が遅かったり過度にタイムア
ウトしたりすることがあります。このような場合、建物内のUAクライアントの応答
を改善するために、建物ごとにDAを配置できます。

建物間を接続しているリンクは、建物内のローカルエリアネットワークよりも遅い
ことがあります。ネットワークが複数の建物または物理的なサイトに渡っている場
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合は、/etc/inet/slp.confファイル内の net.slp.DAAddressesプロパティーを特定の
ホスト名またはアドレスのリストに設定して、指定したDAだけにUAがアクセスす
るようにします。

特定のDAがサービス登録に対して大量のホストメモリーを消費している場合
は、DAがサポートするスコープ数を減らすことによって、SA登録の数を削減しま
す。登録数の多いスコープを、たとえば 2つのスコープに分けることができま
す。次に、片方のDAを別のホストに配置することによって、もう片方のスコープだ
けをサポートするようにできます。

SLPとマルチホーム
マルチホームサーバーは、複数の IPサブネット上でホストとして機能します。その
ようなサーバーに複数のネットワークインタフェースカードが装着される
と、ルーターとして機能できます。マルチキャストパケットを含む IPパケット
は、このインタフェース間を経路指定されます。場合によっては、インタフェース
間のルーティングができないことがあります。このセクションでは、そのような場
合に SLPを構成する方法について説明します。

SLPに対するマルチホームの構成
構成を行わない場合、slpdはデフォルトのネットワークインタフェース上でマルチ
キャストとUDP/TCPユニキャストに対して待機しています。ユニキャスト
ルーティングとマルチキャストルーティングがマルチホームマシンのインタ
フェース間で使用できる場合は、追加の構成を行う必要はありません。追加の構成
が必要ないのは、別のインタフェースに到達するマルチキャストパケットがデ
フォルトで正確に経路指定されているからです。その結果、DAまたはほかのサービ
ス通知のマルチキャスト要求は、slpdに届きます。ルーティングがなんらかの理由
で調整されていない場合は、構成が必要です。

経路指定されていない複数のネットワークインタ
フェースに対して構成を行う場合
マルチホームマシンの構成が必要と考えられるのは、主に次の場合です。

■ ユニキャストルーティングはインタフェース間で使用できるが、マルチキャスト
ルーティングは使用できない。

■ ユニキャストルーティングとマルチキャストルーティングの両方がインタ
フェース間で使用できない。
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マルチキャストルーティングがインタフェース間で使用できない場合は、通常、マ
ルチキャストがネットワークに配置されていないことが原因です。この場合は通
常、それぞれのサブネット上のDAベースでないサービス検出およびDA検出にブ
ロードキャストが使用されます。ブロードキャストは、net.slp.isBroadcastOnlyプ
ロパティーを Trueに設定することによって構成します。

経路指定されていない複数のネットワークインタ
フェースの構成 (タスクマップ)

表 3–5 経路指定されていない複数のネットワークインタフェースの構成

タスク 説明 参照先

net.slp.interfacesプロパ
ティーを構成します

このプロパティーを設定することで、slpd

は、指定されたインタフェース上でユニ
キャストとマルチキャスト/ブロードキャスト
の SLP要求を待機できます。

54ページの「net.slp.interfaces

プロパティーの構成」

サブネット上のUAが到達可能な
アドレスを持つサービスURLを取
得できるように、プロキシサービ
ス通知を配置します

マルチホームホストではなく単一のサブ
ネットに接続された slpdを実行しているマシ
ンにプロキシ通知を限定します。

56ページの「マルチホームホス
ト上のプロキシ通知」

UAと SA間で確実に到達できるよ
うにDAを配置してスコープを構
成します

マルチホーム上の net.slp.interfacesプロパ
ティーを単一インタフェースのホスト名また
はアドレスで構成します。

マルチホームホスト上でDAを実行し、各サブ
ネット上の SAとUAは別のホストを使用する
ように構成します。

57ページの「DAの配置とス
コープ名の割り当て」

net.slp.interfacesプロパティーの構成
net.slp.interfacesプロパティーが設定されている場合、slpdは、ユニキャストと
マルチキャスト/ブロードキャストの SLP要求を、デフォルトのインタフェース上で
はなく、プロパティーに一覧表示されたインタフェース上で待機します。

通常、net.slp.interfacesプロパティーを設定すると同時
に、net.slp.isBroadcastOnlyプロパティーも設定することでブロードキャストを有
効にします。このようにするのは、マルチキャストがネットワークに配置されてい
ないためです。ただし、マルチキャストは配置されているが、この特定のマルチ
ホームホスト上で経路指定されていない場合、マルチキャスト要求は、複数のイン
タフェースから slpdに到達できます。このような状況は、パケットのルーティング
が、別のマルチホームホストまたはインタフェースからサービスを受けるサブ
ネットに接続されているルーターによって制御されている場合に起こります。
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このような状況が発生する場合、SAサーバーまたは要求を送っているUAは、マル
チホームホストの slpdから 2つの応答を受け取ります。これらの応答はクライアン
トライブラリによってフィルタにかけられて除かれるので、クライアントには見え
ません。ただし、この応答は、snoopトレースで見ることができます。

注 –

ユニキャストルーティングがオフになっている場合、マルチホームホスト上の SAク
ライアントによるサービス通知がすべてのサブネットに到達できないことがありま
す。サービスが到達できない場合、SAクライアントは次のことを実行できます。
■ 個々のサブネットにつき 1つのサービスURLを通知する。
■ 特定のサブネットからの要求が到達可能なURLで確実に応答されるようにする。

SAクライアントライブラリには、到達可能なURLが確実に通知されるようにするた
めのしくみはありません。したがって、到達可能なURLが確実に通知されるように
するには、ルーティングのないマルチホームホストを処理できるかどうかにかかわ
らず、サービスプログラムに任せる必要があります。

ユニキャストルーティングが無効なマルチホームホストにサービスを配置する前
に、snoopを使ってサービスが複数のサブネットからの要求を正確に処理するかどう
かを判断してください。さらに、マルチホームホストにDAを配置することを計画し
ている場合は、57ページの「DAの配置とスコープ名の割り当て」を参照してくだ
さい。

▼ net.slp.interfacesプロパティーの構成方法
次の手順を使用して、slp.confファイルの net.slp.interfacesプロパティーを変更
します。

管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

slpd.confファイル内の net.slp.interfacesプロパティーを変更します。
net.slp.interfaces=value

value IPv4アドレスまたはネットワークインタフェースカードのホスト名のリス
トで、そこに存在するDAや SAはポート 427上でマルチキャスト、ユニ
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キャストUDP、およびTCPの各メッセージを待機する必要がある

たとえば、3枚のネットワークカードを持ち、マルチキャストルーティングがオフに
なっているサーバーが、3つのサブネットに接続されているとします。その 3つの
ネットワークインタフェースの IPアドレスは 192.147.142.42、192.147.143.42、お
よび 192.147.144.42です。サブネットマスクは 255.255.255.0です。次のプロパ
ティーの設定を行うと、slpdはユニキャストおよびマルチキャストまたはブロード
キャストのメッセージについて、3つすべてのインタフェース上のものに対して待機
します。

net.slp.interfaces=192.147.142.42,192.147.143.42,192.147.144.42

注 – net.slp.interfacesプロパティーには、IPアドレスまたは解決可能なホスト名を
指定できます。

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

マルチホームホスト上のプロキシ通知
複数のインタフェースを持つホストが slpdおよびプロキシ登録を使ってサービスを
通知する場合は、slpdによって通知されるサービスURLに到達可能なホスト名また
はアドレスが含まれている必要があります。インタフェース間でユニキャスト
ルーティングが有効な場合は、すべてのサブネット上のホストは別のサブネット上
のホストに到達できます。任意のサブネット上のサービスに対してプロキシ登録も
行うことができます。ただし、ユニキャストルーティングが無効な場合は、1つのサ
ブネット上のサービスクライアントはマルチホームホストを通じて別のサブネット
上のサービスに到達することはできません。ただし、これらのクライアントが別の
ルーターを通じてサービスに到達できる可能性はあります。

たとえば、デフォルトのホスト名が bigguyのホストが、経路指定されていない異な
る 3つのサブネット上に 3枚のインタフェースカードを持っているとします。これら
のサブネット上のホスト名は、IPアドレス 192.147.142.42を持つ bigguy、IPアドレ
ス 192.147.143.42を持つ bigguy1、IPアドレス 192.147.144.42を持つ bigguy2で
す。ここで、レガシープリンタ oldprinterがサブネット 143に接続され、すべての
インタフェース上で待機するために、URL
service:printing:lpr://oldprinter/queue1が net.slp.interfacesで構成されている
とします。oldprinterのURLはすべてのインタフェース上でプロキシ通知されま
す。サブネット 142と 144上のマシンは、サービス要求に対する応答でこのURLを
受信しますが、oldprinterサービスにアクセスすることはできません。
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この問題の解決方法は、マルチホームホスト上ではなく、サブネット 143だけに接
続されたマシン上で動作している slpdを使ってプロキシ通知を行うことです。サブ
ネット 143上のホストだけがサービス要求に対する応答でこの通知を取得できま
す。

DAの配置とスコープ名の割り当て
マルチホームホストを持つネットワーク上でDAの配置とスコープ名の割り当てを行
う場合は、クライアントがアクセス可能なサービスを確実に取得できるように注意
してください。ルーティングが無効で net.slp.interfacesプロパティーが構成され
ている場合は特に注意してください。また、マルチホームマシン上のインタ
フェース間でユニキャストルーティングが有効な場合は、特別なDAやスコープを構
成する必要はありません。これは、DAにキャッシュされている通知が任意のサブ
ネットからアクセス可能なサービスを識別するためです。ただし、ユニキャスト
ルーティングが無効な場合は、DAをうまく配置しないと問題になることがありま
す。

前述の例で何が問題になりうるかを見るために、bigguyがDAを実行し、すべての
サブネット上のクライアントが同じスコープを持つ場合に何が起こるかを考えてみ
ます。サブネット 143上の SAはサービス通知をDAに登録します。サブネット 144

上のUAは、サブネット 143上のホストに到達できなくても、それらのサービス通知
を入手できます。

この問題の 1つの解決方法は、マルチホームホスト上ではなく、各サブネット上で
DAを実行することです。この場合は、マルチホームホスト上の net.slp.interfaces

プロパティーを、単一のインタフェースホスト名またはアドレスを使って構成する
か、構成しないでそのままにし、強制的にデフォルトのインタフェースを使用する
ようにします。この解決方法の欠点は、通常大規模なマシンであり、DAとして高機
能であるマルチホームホストをDAに設定できないことです。

もう 1つの解決方法は、マルチホームホスト上でDAを実行するが、各サブネット上
の SAおよびUAが異なるスコープを持つようにスコープを構成することです。たと
えば、前述の場合、142サブネット上のUAと SAがスコープ scope142を持つように
スコープを構成することができます。143サブネット上のUAと SAは、scope143と
いう別のスコープを持ち、144サブネット上のUAと SAは scope144という 3番目の
スコープを持つことができます。3つのインタフェースを持つ bigguy上の
net.slp.interfacesプロパティーを構成して、DAを 3つのサブネット上の 3つのス
コープに作用させることができます。
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経路指定されていない複数のネットワークインタ
フェースを構成する場合の検討事項
net.slp.interfacesプロパティーを構成すると、マルチホームホスト上のDAがサブ
ネット間のサービス通知をブリッジできます。このような構成は、ネットワークで
マルチキャストルーティングがオフで、マルチホームホスト上のインタフェース間
でユニキャストルーティングが有効な場合に便利です。ユニキャストはインタ
フェース間を経路指定しているため、サービスが置かれているサブネットと異なる
サブネット上のホストは、サービスURLを受信すればそのサービスに接続すること
ができます。DAがない場合は、特定のサブネット上の SAサーバーが同じサブ
ネット上に出されたブロードキャストだけを受信するので、そのサブネット以外に
サービスを置くことはできません。

net.slp.interfacesプロパティーの構成を必要とする最も一般的な状況は、マルチ
キャストがネットワークに配置されておらず、代わりにブロードキャストが使用さ
れている場合に発生します。その他の場合は、不必要な応答の重複や到達できない
サービスを避けるために、入念に検討および計画を行なってください。
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レガシーサービスの組み込み

レガシーサービスとは、SLPの開発および実装が旧式になっているネットワーク
サービスのことです。たとえば、NFSサービスやNISネームサービスなどのサービ
スは、SLPの内部 SAを含みません。この章では、レガシーサービスを通知する場合
とその方法について説明します。

■ 59ページの「レガシーサービスを通知する場合」
■ 59ページの「レガシーサービスの通知」
■ 63ページの「レガシーサービスを通知する場合の検討事項」

レガシーサービスを通知する場合
レガシーサービス通知では、SLP UAを使用可能にすることで、ネットワーク上の次
のようなデバイスやサービスを検出できます。SLP SAを含まないハードウェアデバ
イスやソフトウェアサービスを検出できます。たとえば、SLP UAを持つアプリ
ケーションが、SLP SAを含まないプリンタやデータベースを検出する必要がある場
合、レガシー通知が必要になります。

レガシーサービスの通知
レガシーサービスは、次の方法で通知できます。

■ SLP SAを組み込むようにサービスを変更する。
■ SLPが有効でないサービスの代わりにサービスを通知する小さなプログラムを書
く。

■ プロキシ通知を使用して、slpdにサービスを通知させる。
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サービスの変更
ソフトウェアサーバーのソースコードを使用できる場合は、SLP SAを組み込むこと
ができます。SLP用のC言語のAPIと JavaのAPIは比較的簡単に使用できます。C言
語のAPIのマニュアルページと JavaのAPIのドキュメントを参照してくださ
い。サービスがハードウェアデバイスの場合は、製造元が SLPを組み込む PROMを
更新していることがあります。詳細は、デバイスの製造元に問い合わせてくださ
い。

SLPが使用できないサービスの通知
ソースコードや更新された SLPを含む PROMが使用できない場合は、SLPクライア
ントライブラリを使ってサービスを通知する小さなアプリケーションを書くことが
できます。このアプリケーションは小さなデーモンとして機能し、サービスの起動
および停止に使用する場合と同じシェルスクリプトで起動または停止します。

SLPプロキシ登録
Oracle Solarisの slpdは、プロキシ登録ファイルを使用したレガシーサービスの通知
をサポートしています。プロキシ通知ファイルは、移植性のあるフォーマットで書
かれたサービス通知のリストです。

▼ SLPプロキシ登録を有効にする方法
ホストのファイルシステムまたはHTTPでアクセス可能なネットワーク上の任意の
ディレクトリに、プロキシ登録ファイルを作成します。

サービスについてサービスタイプのテンプレートが存在するかどうかを確認しま
す。

テンプレートは、サービスタイプのサービスURLと属性を記述したものです。テン
プレートを使用して、特定のサービスタイプについて通知のコンポーネントを定義
します。

■ サービスタイプテンプレートが存在する場合は、そのテンプレートを使ってプロ
キシ登録を構成してください。サービスタイプテンプレートについては、RFC
2609を参照してください。

■ サービスについてサービスタイプテンプレートを使用できない場合は、サービス
を正確に記述する属性の集合体を選択してください。通知に対して、デフォルト
以外の命名権限を使用してください。デフォルトの命名権限は標準化された
サービスタイプについてだけ許可されています。命名権限については、RFC 2609
を参照してください。

1

2

レガシーサービスの通知
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たとえば、BizAppという会社にソフトウェアバグの追跡に使用されるローカル
データベースがあるとします。データベースを通知するために、この会社
は、サービスタイプ service:bugdb.bizappを持つURLを使用します。この場
合、命名権限は bizappになります。

前の手順で作成された登録ファイルの場所を使用して、/etc/inet/slp.confファイ
ルの net.slp.serializedRegURLプロパティーを構成するには、次の手順に従いま
す。

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ホスト上の slpdとすべての SLP動作を停止します。
# svcadm disable network/slp

構成の設定を変更する前に、デフォルトの /etc/inet/slp.confファイルのバック
アップをとります。

/etc/inet/slp.confファイルの net.slp.serializedRegURLプロパティーにプロキシ登
録ファイルの場所を指定します。
net.slp.net.slp.serializedRegURL=proxy registration file URL

たとえば、直列化登録ファイルが /net/inet/slp.regである場合、プロパティーを次
に示すように構成します。

net.slp.serializedRegURL=file:/etc/inet/slp.reg

変更を保存し、ファイルを閉じます。

変更を反映するには、slpdを再起動します。
# svcadm enable network/slp

SLPプロキシ登録による通知
サービス通知は、サービスURLを特定する行、オプションのスコープ行、一連の属
性の定義から構成されます。SLPデーモンはファイルからプロキシ通知を読み、その
通知を登録し、SAクライアントと同じようにそれらを保持します。次のリスト
は、プロキシ登録ファイルの例を示します。

この例では、LPRプロトコルをサポートするレガシープリンタと ftpサーバーが通知
されています。行番号は説明のために付け加えたもので、実際のファイルには記述
されていません。

3

4

5

6

7

8

9

レガシーサービスの通知

第 4章 • レガシーサービスの組み込み 61

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E37932&id=SYSADV6rbactask-28


(1) #Advertise legacy printer.

(2)
(3) service:lpr://bizserver/mainspool,en,65535
(4) scope=eng,corp
(5) make-model=Laserwriter II

(6) location-description=B16-2345
(7) color-supported=monochromatic
(8) fonts-supported=Courier,Times,Helvetica 9 10

(9)
(10) #Advertise FTP server

(11)
(12) ftp://archive/usr/src/public,en,65535,src-server
(13) content=Source code for projects

(14)

注 –プロキシ登録ファイルは、ASCIIでない文字のエスケープに、構成ファイルと同
じ取り決めを使用します。プロキシ登録ファイルのフォーマットについては、RFC
2614を参照してください。

表 4–1 SLPプロキシ登録ファイルの説明

行番号 説明

1と 10 シャープ記号 (#)で始まるコメント行で、ファイルの動作には影響しません。コ
メント行の最後まですべての文字が無視されます。

2、9、14 通知の区切りを示す空行。

3, 12 3つの必須フィールドと 1つのオプションフィールドがコンマで区切られた
サービスURL。
■ 一般的なURLまたは service: URLが通知されます。service: URLの指定方法
の仕様については、RFC 2609を参照してください。

■ 通知の言語を指定します。前述の例では、フィールドは英語 enを指定して
います。この言語はRFC 1766の言語タグです。

■ 登録の有効期限を秒単位で規定します。有効期限は符号なしの 16ビット整
数に限定されます。有効期限が最大値 65535より小さい場合、slpdは通知を
タイムアウトします。有効期限が 65535の場合、slpdは定期的に通知をリフ
レッシュし、slpdが存在するかぎり有効期限は永続するとされます。

■ サービスタイプフィールド (オプション) –サービスタイプの定義に使用しま
す。サービスURLが定義されている場合は、URLが通知されるサービスタ
イプを変更できます。前述のプロキシ登録ファイルの例では、12行目に一
般的な FTP URLが含まれています。オプションのタイプフィールドを使用
すると、このURLはサービスタイプ名 src-serverで通知されます。デフォル
トでは service接頭辞はタイプ名には追加されません。

レガシーサービスの通知
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表 4–1 SLPプロキシ登録ファイルの説明 (続き)
行番号 説明

4 スコープの指定。

オプション行はトークン scope、その後ろに等号、さらにコンマで区切られたス
コープ名のリストが続く形式で構成されます。このスコープ名
は、net.slp.useScopes構成プロパティーで定義されています。ホストに構成さ
れたスコープだけが、このスコープリストに表示されます。スコープ行が追加
されない場合は、slpdが構成されているすべてのスコープに登録が行われま
す。スコープ行はURL行のすぐあとになければなりません。その他の場所にあ
る場合、スコープ名は属性として認識されます。

5–8 属性の定義。

オプションのスコープ行のあとは、サービス通知の大部分は属性と値リストの
ペアの行で構成されます。各ペアは属性タグ、等号、コンマで区切られた属性
値のリスト (属性が単一値の場合は単一値)で構成されます。前述のプロキシ登
録ファイルの例では、8行目が複数の値を持つ属性リストを示しています。これ
以外の値リストはすべて単一値を持っています。属性名および値の
フォーマットは、ネットワークを通過する SLPメッセージと同じです。

レガシーサービスを通知する場合の検討事項
通常、SLPを追加する場合、ほかのサービスの代理として SLP APIで通知する SLP対
応のサービスを書くよりも、ソースコードを変更する方が望ましい方法で
す。ソースコードの変更は、プロキシ登録を使用するよりも望ましい方法で
す。ソースコードを変更する場合、サービス固有の機能を追加したり、サービスの
使用可否を綿密に追跡したりできます。ソースコードが使用できない場合は、プロ
キシ登録を使用するよりほかのサービスの代理として通知する SLP対応のヘル
パーサービスを書く方が望ましい方法です。このヘルパーサービスを、起動と停止
の制御に使用されるサービスの開始または停止手順に組み込むことをお勧めしま
す。プロキシ通知は通常、ソースコードが使用できず、スタンドアロンの SAを書く
ことが実際的ではない場合の 3番目の選択肢です。

プロキシ通知は、プロキシ登録ファイルを読み取る slpdが動作している間だけ保持
されます。プロキシ通知とサービスの間には直接的な関係はありません。通知がタ
イムアウトしたり slpdが停止したりすると、プロキシ通知は使用できなくなりま
す。

サービスが停止した場合は、slpdを停止する必要があります。直列化登録ファイル
を編集してプロキシ通知をコメントにするか削除し、slpdを再起動してくださ
い。サービスを再起動または再インストールしたときは同じ手順に従ってくださ
い。プロキシ通知とサービスの間に関係のないことがプロキシ通知の主な欠点で
す。

レガシーサービスを通知する場合の検討事項
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SLP (リファレンス)

この章では、SLPのステータスコードとメッセージタイプについて説明します。SLP
のメッセージタイプは、省略形と機能コードを示します。SLPのステータスコード
は、説明と機能コードを示します。ステータスコードは、該当する要求を受信して
いるか (コード 0)、受信側がビジーであるかを示します。

注 – SLPデーモン (slpd)は、ユニキャストメッセージに対してだけステータスコード
を返します。

SLPのステータスコード
表 5–1 SLPのステータスコード

ステータスのタイプ ステータスコード 説明

No Error 0 要求はエラーなしで処理されました。

LANGUAGE_NOT_SUPPORTED 1 AttrRqstまたは SrvRqstについて、スコープ内
にサービスタイプのデータがありますが、指定
された言語ではありません。

PARSE_ERROR 2 メッセージが SLP構文に従っていません。

INVALID_REGISTRATION 3 SrvRegに問題があります。たとえば、有効期限
がゼロである、言語タグが欠けているなど。

SCOPE_NOT_SUPPORTED 4 SLPメッセージが、要求に応える SAまたはDA
がサポートするスコープリスト内のスコープを
含んでいませんでした。

AUTHENTICATION_UNKNOWN 5 DAまたは SAがサポートしていない SLP SPIに
対する要求を受信しました。

5第 5 章
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表 5–1 SLPのステータスコード (続き)
ステータスのタイプ ステータスコード 説明

AUTHENTICATION_ABSENT 6 UAまたはDAが SrvRegにおいてURLおよび属
性認証を要求しましたが受信しませんでした。

AUTHENTICATION_FAILED 7 UAまたはDAが認証ブロックにおいて認証エ
ラーを検出しました。

VER_NOT_SUPPORTED 9 メッセージでサポートしていないバージョン番
号。

INTERNAL_ERROR 10 DAまたは SAで未知のエラーが発生しまし
た。たとえば、オペレーティングシステムが
ファイルスペースを使い果たしたなど。

DA_BUSY_NOW 11 UAまたは SAは、急増するバックオフを使用
して再試行する必要があります。DAが他の
メッセージの処理でビジー状態です。

OPTION_NOT_UNDERSTOOD 12 DAまたは SAが必須の範囲から未知のオプ
ションを受信しました。

INVALID_UPDATE 13 DAが登録されていないサービスに対し
て、FRESH設定なしで、あるいは矛盾する
サービスタイプで、SrvRegを受信しました。

MSG_NOT_SUPPORTED 14 SAがAttrRqstまたは SrvTypeRqstを受信しまし
たが、サポートしていません。

REFRESH_REJECTED 15 SAがDAに対して、DAの最短リフレッシュ間
隔よりも頻繁に SrvRegまたは SrvDeregの一部
を送りました。

SLPのメッセージタイプ
表 5–2 SLPのメッセージタイプ

メッセージタイプ 略語 機能コード 説明

サービス要求 SrvRqst 1 サービスを検出するためにUAが発行しま
す。あるいは、能動的DA検出においてUAあ
るいは SAサーバーが発行します。

サービス応答 SrvRply 2 DAあるいは SAがサービス要求に対して応答
します。

サービス登録 SrvReg 3 SAが新規の通知を登録したり、既存の通知を
新規の属性および変更された属性で更新した
り、URLの有効期限をリフレッシュできるよ
うにしたりします。

SLPのメッセージタイプ
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表 5–2 SLPのメッセージタイプ (続き)
メッセージタイプ 略語 機能コード 説明

サービス登録解除 SrvDereg 4 表しているサービスが無効になった場合にそ
の通知の登録を解除するために SAが使用しま
す。

確認応答 SrvAck 5 SAのサービス要求またはサービス登録解除
メッセージに対するDAの応答。

属性要求 AttrRqst 6 URLまたはサービスタイプが作成し、属性の
リストを要求します。

属性応答 AttrRply 7 属性のリストを返す場合に使用されます。

DA通知 DAAdvert 8 サービス要求をマルチキャストするためのDA
の応答。

サービスタイプ要求 SrvTypeRqst 9 特定の命名権限を持ち、特定のスコープ
セットにある登録されたサービスタイプにつ
いて問い合わせるために使用されます。

サービスタイプ応答 SrvTypeRply 10 サービスタイプ要求に対する応答として返さ
れるメッセージ。

SA通知 SAAdvert 11 DAが配置されていないネットワークで、UA
は SAAdvertを使用して SAおよびそのス
コープを検出します。

SLPのメッセージタイプ
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